
H I B I K I  

 

    香取中だより 

  ひびき 
令和６年度 ありがとうございました。 

令和６年度は、本校開校２０周年の記念すべき年。全校生徒・職員の総力を開校記念式典で多くのご来

賓、保護者、地域の方々にご覧いただくことができました。「アップデート」を今年度のキーワードに、

５つのチャチャチャ（チェンジ、チャンス、チャージ、チャレンジ、チェイス）を実践すべく、教育活動

を進めて参りました。保護者の皆様にはご理解ご協力いただき、感謝申しあげます。 

次年度も、香取中だからできる、香取中しかできない教育活動を推進し、安全・安心な学校づくりを目

指します。そのためにも職員が子ども達の伴走者として共に学び合う姿勢を大切にしていきます。 

引き続きご支援いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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ラナンキュラスの花言葉 「晴れやかな魅力」 

 

  

３月８日（土） 第２１回卒業証書授与式 

第２１回卒業証書授与式を多数のご来賓のみなさまのご臨席のもと、挙行いたしました。３０名の卒業

生、１、２年生のみなさんの式に臨む姿勢、合唱はたいへんすばらしいものでした。出席された来賓の皆さ

まからたくさんのお褒めの言葉をいただきました。卒業生への感謝の言葉を発表した在校生の『送る言

葉』。そして３年間のあふれる思いを語った卒業生の『卒業の言葉』。別れの歌『流れゆく雲を見つめて』

と『さよなら友よ』、そして卒業の歌『正解』は感動的でした。 

 

＜校長式辞より＞ 式辞で触れた谷川俊太郎さんの詩「未来へ」をここで改めて紹介します。 

道端のこのスミレが今日咲くまでにどれだけの時が必要だったことだろう  

この形この香りは計り知れぬ過去から来た 

遠く地平へと続くこの道ができるまでに どれだけのけものが人々が通ったことだろう 

足元の土に無数の生と死がうもれている 

照りつけるこの太陽がいつか冷え切るまでに 目に見えないどんな力が働くのだろう 

私たちもまたその力によって生まれてきた 

人は限りないものを知ることはできない だが人はそれを生きることができる 

限りある日々の彼方をみつめて 未だ来ないものを人は待ちながら創っていく 

誰もきみに未来を贈ることはできない 

何故ならきみが未来だから 



 

                                    

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月２８日（金）令和６年度離任式 

このたび令和６年度末定期異動に伴い、本校から６名の職員が退職、転出されることになりました。 

ホームページでの公開のため、個人情報保護の関係で転退職職員の個人名は掲載しておりません。ご了承

ください。 

 

３月２５日（火）修了式 
 

 ３月２５日（火）２時間目に令和６年度修了式を新世代学習空間４で行いました。 

１年生代表、そして、２年生代表に修了証を授与しました。また、今年度を振り返って１，２年生代表生

徒が発表しました。 

 

 

 

 

 

 

１年生代表からは、学年の合言葉「みんなで」を意識しながら、笑顔で協力したり、チャレンジしたりし

たことを話してくれました。次年度では「あいさつ」を大切に、誰もが安心して学んでいけるようにしたい

と発表しました。２年生代表からは、この１年で自学を頑張ったこと、そして３年生を送る会では自分の役

割をしっかり全うしたことを発表しました。次年度に向けては英検にチャレンジするなど意欲的に学んでい

きたいと決意を話してくれました。 

 春は心躍る季節から「跳びはねる spring」が英語の語源になっています。一方で、環境や人間関係も変わ

り、不安な気持ちにもなることでしょう。そんな時、「頼る」ということを心に留めておいてください。

「人とつながり、かかわる」ことを大事にしている香取中のみなさん、自立と孤立は違います。自分自身で

しっかり生きて行くには、人とのネットワークを大切に、頼れる人がいて、頼れる人になる、そんな生き方

ができたらと願っています。卒業生のみなさんは新たな場所での活躍を祈っています。そして、１，２年生

のみなさんは進級に向かい、春休みを有意義に過ごし、新年度を迎えましょう。 

３月１３日（木）デフリンピックアスリート来校！ 

本校学校評議員の鎌形善枝様のご紹介によりデフ陸上アスリートの田井小百合

さんをお招きして講演会・陸上教室を開催しました。白井市出身の田井さんは中

学３年時に１００ｍハードルで全国大会優勝、その後も国内トップレベルの選手

として活躍。３０歳の時に耳の病気により聴力が低下。その後デフリンピックを

知りデフ陸上へ転向しました。デフとは耳が聞こえないという意味で、デフリン

ピックは４年に一度デフアスリートを対象とした国際スポーツ大会。今年は日本

で開催。田井さんは棒高跳びでデフリンピック出場を目指しています。講演では

生い立ちや大会での手話、本人の競技について説明をしていただきました。後半

は陸上教室。スタート                                   

ランプを使った体験な                                

ど貴重な時間となりま                                  

した。そして、どんな                          

境遇でも希望を忘れな                                   

いことを学びました。 

粂原泰樹さん 

南関東陸上大会出場！ 

２年陸上部の生徒が千葉

県を代表して、３月２０日

に八王子市の上柚木公園運

動場で、走幅跳の種目に出

場しました。各県代表の選

手と競技できたことで、次

年度への大きな飛躍につな

がると期待します。 


